
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

アストレア

人間

傭兵

4

500

剣の加護/運命変転

女 不明

育ての親に拾われた
臨死体験したことがある
過去に仕えた主がいた

7

10

4

10 2 19 3

9 1 17 2

12 22 + 2 4

9 1 20 3

7 11 1

6 10 1

ファイター

スカウト

エンハンサー

4

2

1

武器習熟A/ソード

両手利き

1-281

1-283

交易共通語

(任意)

○ ○

○ ○

キャッツアイ

100 100

4 7 6 8

0

0

0

スプリントアーマー 15

6

5

5ファイター

無き力の天秤　ズベン=エスカマリ

ブロードソード
装備ランクアップによる付属効果  ランクA 追加ダメージ+2、相手の防護点を半分にしてダメージの判定を行う。  ランクS 命中+2、魔法攻撃(k20+打撃点@10)を使用可能になる。

1H

1H

15 -2

15 -2

5

5

10 11 20

10 9 15

冒険者セット

スカウト用ツール

保存食（1週間分）

2590

3 17 51 6 5 32

0/× 4 7 5 10

怪力の腕輪

生みの親の顔は知らない。物心ついた時にはハーヴェスのスラムで生活していた。
当たり前ではあるが、幼い少女には過酷な環境であり、幾度となく死にかけた。しかし、己の持っていた戦いの才能の恩恵もあり、かろうじ
て生き長らえていた。我流の戦い方ではあるが、2本の剣を使う白髪の幼い少女というのは印象に残るらしく、なんとなく噂として存在は広
まっていたらしい。
ある日のこと。そんな彼女の噂を聞きつけてか、とある物好きの貴族によって拾われることになる。
戦えること、そしてそれなりに整った容姿を持っていたことから、護衛役の側仕えとして家に入ったが、その扱いは主従でありながら親子の
ようなものだった。その貴族には妻も、その実子の兄妹も居たが、そのどちらも己が捨て子の拾い物であることを気にせず仲良くしてくれた
。その寵愛といえば、家の至宝とされた魔剣の片割れを与えられるほどであった。初めてできた家族とも言える人々に、アストレアと名付け
られた彼女も最大限恩を返そうと武術の訓練を積んだ。
そんなある日のこと。父の知り合いだというエルフの集落を訪れた際に事件は起こった。
突如として、蛮族の勢力が集落を襲ったのだ。
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